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5
月
23
日（
日
）か
ら
28
日（
金
）

の
5
夜
6
日
に
わ
た
り
、
白
河
布
引

山
演
習
場（
福
島
県
）に
お
い
て
「
令

和
3
年
度
第
2
次
基
礎
と
な
る
部
隊

の
訓
練
検
閲
」と
し
て
第
4
中
隊（
中

隊
長

：

大
東
1
尉
）が
、
課
目「
戦
闘

前
哨
等
と
し
て
の
行
動
」、
重
迫
撃

砲
中
隊（
中
隊
長

：

佐
藤
1
尉
）が
、

課
目
「
陣
地
防
御
に
お
け
る

火
力
戦
闘
」、
補
給
小
隊（
小

隊
長

：

三
浦
3
尉
）が
、
課

目
「
陣
地
防
御
に
お
け
る
連

隊
段
列
の
展
開
」に
つ
い
て
、

第
44
普
通
科
連
隊
と
の
対

抗
方
式
で
検
閲
を
受
閲
し

た
。
ま
た
、
併
せ
て
第
3
中

隊
が
、
7
月
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練

に
向
け
て
陣
地
防
御
の
練

成
訓
練
を
実
施
し
た
。

訓
練
開
始
に
先
立
ち
、
統

裁
官（
連
隊
長

：

荒
木
1

佐
）は
「
相
互
に
連
携
し
て

任
務
を
完
遂
せ
よ
」「
生
き
残

る
た
め
の
基
本
・
基
礎
を
確

行
せ
よ
」「
安
全
管
理
及
び
健

康
管
理
を
万
全
に
せ
よ
」の

3
点
を
要
望
し
、「
全
隊
員
が
一
丸

と
な
り
、
任
務
の
完
遂
に
邁
進
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」と
訓
示
し
た
。

受
閲
部
隊
は
行
進
開
始
に
先
立

ち
、
集
結
地
か
ら
発
進
点
ま
で
の
移

動
所
要
時
間
を
計
測
さ
せ
、
各
小
隊

等
の
前
進
開
始
時
間
を
統
制
し
、
23

日
１
７
０
０
整
斉
と
行
進
を
開
始

し
た
。
各
隊
員
は
行
進
計

画
に
基
づ
き
速
度
を
維
持

し
、
隊
形
の
保
持
、
無
声

指
揮
に
努
め
つ
つ
、
演
習

場
周
辺
約
40
kmを
行
進
し
、

全
隊
員
が
完
歩
し
た
。

受
閲
部
隊
は
徒
歩
行
進

の
疲
労
を
も
の
と
も
せ
ず
、

引
き
続
き
陣
地
地
域
で
の
防

御
準
備
に
着
手
し
た
。
第
4

中
隊
は
戦
闘
前
哨
か
ら
予
備

隊
と
し
て
の
任
務
ま
で
広
範

多
岐
な
準
備
を
行
い
、
防
御

戦
闘
に
万
全
を
期
し
た
。
ま

た
重
迫
撃
砲
中
隊
は
速
や
か

に
射
撃
陣
地
に
進
入
し
て
射
撃
準
備

を
完
了
さ
せ
る
と
と
も
に
、
進
入
し

た
際
に
生
起
し
た
轍
を
整
地
し
痕
跡

の
除
去
を
行
う
な
ど
、
射
撃
陣
地
位

置
の
秘
匿
を
図
っ
て
い
た
。
補
給
小

隊
は
、
燃
料
交
付
所
の
開
設
時
に
創

意
工
夫
資
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
豊

富
な
知
識
及
び
経
験
を
活
か
し
つ

つ
、
迅
速
に
兵
站
業
務
態
勢
を
確
立

さ
せ
た
。

こ
の
防
御
戦
闘
で
は
第
4
中
隊

が
、
第
44
普
通
科
連
隊
の
前
衛
中

隊
の
前
進
を
お
お
む
ね
計
画
通
り
遅

滞
し
、
後
退
す
る
と
対
抗
部
隊
と
主

戦
闘
地
域
の
第
3
中
隊
と
の
間
で
激

し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
戦

闘
の
終
始
を
通
じ
て
重
迫
撃
砲
中

隊
は
、
彼
我
の
部
隊
の
位
置
を
確
認

し
つ
つ
、
流
動
的
に
推
移
す
る
戦
状

の
中
、
第
一
線
部
隊
の
戦
闘
に
密
接

に
連
携
し
た
効
果
的
な
火
力
戦
闘

を
継
続
し
た
。
ま
た
段
列
の
補
給
小

隊
は
襲
撃
部
隊
に
襲
撃
さ
れ
た

際
、
綿
密
に
調
整
さ
れ
た
対
処

計
画
に
基
づ
き
敵
の
脅
威
を
迅

速
に
排
除
し
た
。
更
に
縦
深
に

集
結
し
た
第
4
中
隊
は
第
一
線

に
対
す
る
逆
襲
、
後
方
地
域
へ

の
敵
へ
リ
ボ
ン
対
処
等
奮
闘

し
、
連
隊
の
主
陣
地
保
守
に

寄
与
す
る
等
、
受
閲
各
部
隊

は
そ
の
役
割
を
全
う
し
、
見

事
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂

し
た
。

30
日（
日
）に
は
、
訓
練

終
了
後
の
研
究
会
が
実
施
さ

れ
、
最
先
任
上
級
曹
長
の

統
制
に
よ
り
隊
員
の
基
礎

動
作
の
ほ
か
、
戦
闘
様
相
、

成
果
及
び
教
訓
に
つ
い
て

認
識
を
統
一
し
た
。

新
隊
員
教
育
隊（
教
育
隊
長

：

浅
野
2

佐
）は
6
月
7
日（
月
）、
9
日（
水
）に
神

町
駐
屯
地
に
お
い
て
、
い
ま
ま
で
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
す
る「
訓
練
評
価
」を
実
施

し
た
。
候
補
生
た
ち
は
真
剣
に
課
目
試
験
、

基
本
教
練
、

89
式
小
銃

の
分
解
結

合
、
戦
闘
訓

練
な
ど
の
各

種
課
目
に
臨
み
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

特
に
戦
闘
訓
練
に
お
い
て
、
候
補
生

た
ち
は
、
ド
ー
ラ
ン
や
現
地
の
草
木
を

利
用
し
て
偽
装
を
施
し
万
全
な
態
勢
で
訓

練
に
臨
み
、
こ
れ
ま
で
に
修
得
し
て
き
た

「
ほ
ふ
く
」や
「
射
撃
動
作
」を
駆
使
し
、
大

粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
、
大
き
な
声
で
報

告
な
ど
を
行
い
、
初
夏
の
暑
さ
に
負
け
る

こ
と
な
く
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
全
て

の
班
が
目
標
奪
取
に
成
功
し
た
。

8
日（
火
）に
は
神
町
駐
屯
地
及
び
西
訓

練
場
・
東
訓
練
場
に
お
い
て
「
25
km徒
歩

行
進
訓
練
」が
実
施
さ
れ
、
高
温
多
湿
な

厳
し
い
環
境
下
で
あ
っ
た
が
、
4
月
に
行

わ
れ
た「
10
km徒
歩
行
進

訓
練
」の
経
験
を
活
か
し

つ
つ
、
同
期
で
励
ま
し

合
い
な
が
ら
全
員
が
完

歩
し
た
。

行
進
訓
練
間
、
山
形
県

隊
友
会
東
根
支
部
、
東
根

市
自
衛
隊
家
族
会
の
皆
様

が
激
励
に
駆
け
つ
け
て
下

さ
り
、
候
補
生
た
ち
は
激

励
を
糧
に
25
km完
歩
を
目

標
に
邁
進
し
た
。

約４０ｋｍを整斉と
行進

約４０ｋｍを整斉と
行進

人力及び機械力を駆使して防御準備人力及び機械力を駆使して防御準備

補給小隊が兵站業務を遂行補給小隊が兵站業務を遂行

課目試験課目試験
戦闘準備よし!!戦闘準備よし!!

元気よく行進開始！元気よく行進開始！

激励に駆けつけて下さった隊友会東根支部
激励に駆けつけて下さった隊友会東根支部及び東根市自衛隊家族会の皆様
及び東根市自衛隊家族会の皆様

班長の号令の下、行進間動作を実施班長の号令の下、行進間動作を実施

初夏を駆け抜ける候補生たち初夏を駆け抜ける候補生たち

第４中隊が強靭な防御
戦闘を実施

第４中隊が強靭な防御
戦闘を実施

重迫撃砲中隊が効果的
な火力を発揮

重迫撃砲中隊が効果的
な火力を発揮

○　第４中隊
・　中隊本部　　斥候長　　　２曹　阿部　孝幸
・　第１小隊　　副分隊長　　３曹　武田　　祥
・　第２小隊　　通信手　　　士長　上野原大夢
・　第３小隊　　分隊長　　　２曹　秋葉　　和
・　迫撃砲小隊　射撃陸曹　　３曹　佐藤　龍治
・　狙撃班　　　狙撃手　　　３曹　須藤　順平
○　重迫撃砲中隊
・　中隊本部　　弾薬班長　　１曹　佐藤　俊明
・　中隊本部　　測量班　　　士長　垂石　悠真
・　第１小隊　　通信手　　　１士　橋本　未句
・　第２小隊　　砲手　　　　３曹　大場　鉄平
○　補給小隊
・　補給班　　　補給陸曹　　１曹　多田健太郎

優秀隊員紹介

第4中隊・重迫撃砲中隊・補給
小隊が受閲

第4中隊・重迫撃砲中隊・補給
小隊が受閲

「「令和３年度令和３年度第２次基礎となる第２次基礎となる

    部隊の訓練検閲」を実施
    部隊の訓練検閲」を実施

訓練の総仕上げ　 　 　 　 　 　 「自衛官候補生課程　　 　 　 　 　 　 「自衛官候補生課程　
訓練評価 ・ ２ ５㎞徒歩行進訓練」訓練評価 ・ ２ ５㎞徒歩行進訓練」

戦闘戦闘
訓練訓練

25km25km
徒歩行進徒歩行進
訓練訓練



3
月
29
日（
月
）か
ら
6
月
11
日（
金
）

ま
で
の
間
、「
令
和
3
年
度
師
団
レ
ン
ジ

ャ
ー
集
合
教
育
」が
神
町
駐
屯
地
を
拠
点

に
実
施
さ
れ
「
主
と
し
て
遊
撃
行
動
に
よ

り
困
難
な
状
況
を
克
服
し
て
任
務
を
完

遂
す
る
能
力
及
び
精
神
力
を
付
与
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
。

本
訓
練
は
陸
上
自
衛
隊
の
中
で
も
特

に
過
酷
な
訓
練
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
身
体
的
・
精
神
的
に
厳
し
い
状
況
の

中
で
、
潜
入
、
爆
破
及
び
遊
撃
行
動
な

ど
各
種
任
務
を
段
階
的
に
練
成
し
、
最
終
想
定

で
は
約
50
kg
も
の
装
備
品
を
背
負
い
、
糧
食
制

限
、
不
眠
不
休
の
行
動
な
ど
数
多
く
の
困
難
が

立
ち
は
だ
か
る
な
か
、
山
地
を
機
動
し
、
想
像
を

絶
す
る
環
境
で
任
務
を
遂
行
し
た
。

６
月
11
日（
金
）、
0
9
0
0
全
想
定
を
終
了

し
た
24
名（
内
連
隊
8
名
）が
レ
ン
ジ
ャ
ー
旗
を
掲

げ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
隊
列
を
組
み
、
神
町
駐
屯
地
に

帰
還
し
た
。
各
部
隊
の
隊
員
が
万
雷
の
拍
手
で
出

迎
え
る
中
、「
我
ら
、
精
鋭
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
」と
力

強
く
勇
ま
し
い
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
堂
々
た

る
凱
旋
を
し
た
。

営
庭
で
行
わ
れ
た
帰
還
式
に
お
い
て
、
学
生
長

を
務
め
た
第
1
0
2
補
給
大
隊（
仙
台
）の
小
山
学

生
が
担
任
官（
連
隊
長

：

荒
木

1
佐
）に
対
し
、
帰
還
報
告
を

行
っ
た
。

担
任
官
は
全
て
の
任
務
を

完
遂
し
た
学
生
に
対
し
労
い
の
言
葉
を
か
け
る
と

と
も
に
、「
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
と
し
て
真
価
が
問

わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
で

各
種
行
動
、
教
育
訓
練
に
お
け
る
核
心
と
な
る
存

在
と
し
て
、
日
々
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
」と
訓

示
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
帰
還
式
と
な
り

参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
が
、
本
教
育
の
目
的
を

理
解
し
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
ご
家
族
及
び
各
部

隊
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
授
与
」

で
は
、
担
任
官
が
一
人
ひ
と
り
に
「
よ
く
頑
張
っ

た
」と
声
を
か
け
な
が
ら
、
光
輝
く
レ
ン
ジ
ャ
ー

き
章
を
授
与
し
た
。
ま
た
花
束
贈
呈
に
お
い
て
は
、

各
部
隊
の
隊
員
が
学
生
の
も
と
へ
歩
み
よ
り
「
本

当
に
お
疲
れ
様
」と
優
し
く
言
葉
を
か
け
、
花
束

を
手
渡
し
た
。
安
堵
か
ら
涙
を
流
す
学
生
も
い
れ

ば
、
達
成
感
と
歓
喜
に
満
ち
溢
れ
3
ヵ
月
ぶ
り
に

満
面
の
笑
み
を
見
せ
る
学
生
も
い
た
。

最
後
に
学
生
代
表
挨
拶
で
は
、
学
生
長
小
山
学

生
が
「
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
任
務
を
完
遂

出
来
て
良
か
っ
た
。
応
援
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
の

声
が
心
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。」と
述
べ
た
。

レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員
と
な
っ
た
24
名
は
、
胸
に
光

る
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
に
ふ
さ
わ
し
い
隊
員
と
な
る

べ
く
、
さ
ら
に
己
の
知
識
・
技
術
を
磨
き
続
け
て

い
く
。

3
月
26
日（
金
）に
着
任
さ
れ
た
第
41

代
第
6
師
団
長　

鬼
頭
健
司（
き
と
う

け
ん
じ
）　

陸
将
の
初
度
視
察
を
6
月

8
日（
火
）に
受
察
し
た
。

視
察
で
は
、
2
号
隊
舎
舎
前
に
お
い

て
連
隊
長（
荒
木
1
佐
）以
下
11
名
の
幕

僚
・
各
中
隊
長
が
出
迎
え
を
行
い
、
記

念
撮
影
を
実
施
し
た
。
引
き
続
き
連
隊

長
室
に
お
い
て
幹
部
挨
拶
、
連
隊
教
場

に
お
い
て
状
況
報
告
を
実
施
し
た
後
、

施
設
等
巡
視（
2
号
隊
舎
、
3
号
隊
舎
、

連
隊
倉
庫
群
、
7
号
隊
舎
）が
行
わ
れ

た
。師

団
長
は
勤
務
隊
舎
、
生
活
隊
舎

を
視
察
さ
れ
た
際
、
各
隊
員
に
対
し
、

業
務
や
営
内
生
活
の
悩
み
等
を
質
問

さ
れ
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、
直
接

ご
指
導
を
頂
く
な
ど
貴
重
な
時
間
と

な
っ
た
。
最
後
に
師
団
長
よ
り
激
励

の
御
言
葉
を
頂
き
初
度
視
察
は
終
了

し
た
。

幹部挨拶幹部挨拶

堂 た々る凱旋堂 た々る凱旋

帰還報告帰還報告

花束贈呈花束贈呈

状況報告状況報告

生活隊舎を視察され
る師団長

生活隊舎を視察され
る師団長

担任官による担任官による
レンジャーき章授与レンジャーき章授与

新たにレンジャー隊員となった連隊隊員８名新たにレンジャー隊員となった連隊隊員８名

「「令和３年度 令和３年度 師団レンジャー集合教育帰還式」師団レンジャー集合教育帰還式」

「師団長初度視察」を受察「師団長初度視察」を受察

頬流れる涙　頬流れる涙　

輝く輝く

レンジャーき章！
レンジャーき章！

第１中隊　　　３曹　沼澤　翔輝

第２中隊　　　３曹　阿部　　譲
同　　　　　　３曹　山口　幸弥

第３中隊　　　３曹　村山　拓磨

第４中隊　　　３曹　後藤　敦志
同　　　　　　３曹　布施　翔也
同　　　　　　３曹　村山　弦士

重迫撃砲中隊　３曹　秋葉　裕太

第５期師団レンジャー隊員紹介



6
月
5
日（
土
）、
天
童
高
原

キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
天
童
高
原

６
３
４
の
松
交
流
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る
「
第
10
回
天

童
高
原
６
３
４
の
松
交
流
イ
ベ
ン

ト
」に
協
力
し
た
。

連
隊
か
ら
は
第
3
中
隊
の
4

名
が
参
加
し
、
装
備
品
展
示（
高

機
動
車
）及
び
説
明
、
天
幕
設
営
、

ら
っ
ぱ
吹
奏
を
実
施
し
た
。
2
名

の
ら
っ
ぱ
手
が
イ
ベ
ン
ト
開
始
時

に
吹
奏
を
行
っ
た
際
に
は
、
来
場

者
が
足
を
止
め「
音
が
綺
麗
だ
ね
、

上
手
だ
ね
!
」と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
聞
き
入
る
場
面

も
見
受
け
ら
れ
、
ら
っ
ぱ
の
音
色

が
新
緑
の
天
童
高
原
に
響
き
渡
っ

た
。来

場
者
は
隊
員
や
、
高
機
動

車
と
と
も
に
記
念
写
真
を
撮
影

し
た
ほ
か
、
設
営
さ
れ
た
天
幕
内

に
入
り
実
際
の
広
さ
を
体
験
す
る

な
ど
、
装
備
品
展
示
を
楽
し
ん

で
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
間
、「
自
衛

隊
の
車
カ
ッ
コ
イ
イ
!
」「
自
衛
隊

の
テ
ン
ト
に
入
れ
る
な
ん
て
貴
重

だ
ね
!
」な
ど
の
声
が
飛
び
交
い
、

イ
ベ
ン
ト
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
の
自

衛
隊
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
親

近
感
の
醸
成
を
図
り
つ
つ
、
協
力

し
た
隊
員
も
地
域
の
皆
様
か
ら
活

力
を
頂
い
た
。

6
月
11
日（
金
）か
ら
15
日（
火
）

ま
で
の
間
、
神
町
駐
屯
地
に
お
い
て

「
令
和
3
年
度
第
1
回
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
」を
実
施
し
た
。

11
日
、
訓
練
開
始
式

が
営
庭
で
行
わ
れ
、
連

隊
長（
荒
木
1
佐
）は

「
任
務
を
意
識
し
、
各

種
訓
練
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
」

「
融
和
団
結
」「
健
康
管

理
」の
3
点
を
要
望

し
、「
本
訓
練
の
目
的

を
十
分
に
達
成
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
」と

述
べ
訓
示
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
2

中
隊（
中
隊
長

：

久

我
谷
3
佐
）が
担
任

し
、
基
本
教
練
、
射

撃
訓
練
、
体
力
測

定
、
及
び
救
急
法
、

そ
の
ほ
か
、
特
殊

武
器
防
護
訓
練
を

実
施
し
た
。
参
加
者
は
疑
問
点
を
教

官
・
助
教
に
積
極
的
に
質
問
し
て
理

解
を
深
め
る
な
ど
熱
心
に
取
り
組
み

つ
つ
、
久
々
に
再
会
す
る
旧
友
や
現

役
隊
員
と
の
親
交
を
深
め
て
い
た
。

15
日（
火
）に
実
施
さ
れ
た
訓
練
終

了
式
に
お
い
て
副
連
隊
長（
連
隊
長

代
理
）は「
予
備
自
衛
官
と
し
て
実
際

に
招
集
さ
れ
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を

完
遂
す
る
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か

意
識
し
、
物
心
両
面
の
準
備
を
継
続

し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

融和団結
を図る

・本部管理中隊
・高橋　正美　曹長
　5月24日付
・村山市在住

・本部管理中隊
・吹風　修　　3尉
　6月4日付
・東根市在住

・本部管理中隊
・奥山　信一　曹長
　5月29日付
・東根市在住

・本部管理中隊
・保科　良則　曹長
　6月15日付
・東根市在住

永年の勤務、
お疲れ様でした。

6月11日（金）、山形学院高等学校において実
施された、「自衛官採用制度説明会」にリクルー
タとして本部管理中隊　鈴木1士が参加した。
鈴木1士は、入隊を希望する7名の生徒に対し、
自衛隊の訓練や営内での生活等について、スラ
イドを活用して説明を行った。参加者から「自
分に合う職種があるか不安」という意見に対し、
「私は通信小隊で勤務しているが自衛隊には男
女問わず活躍できる職種がある」と丁寧に回答
しつつ、一生懸命に自衛隊の活動を分かりやす
く説明していた。
参加した生徒たちは「自衛隊の活動を知るこ
とができて良かった」「自分も誰かの役に立てる
仕事に就きたい」と述べ、自衛官という職業に関
心を示していた。

「令和３年度第１回予備自衛官「令和３年度第１回予備自衛官
招集訓練」 を実施招集訓練」 を実施

令
和
三
年
六
月
三
十
日
発
行
　
発
行
所
／
山
形
県
防
衛
協
会
　
印
刷
／
藤
庄
印
刷
株
式
会
社

「「第10回 第10回 天童高原634の松天童高原634の松
交流イベント」に協力交流イベント」に協力「リクルータによる「リクルータによる

広報活動」を実施広報活動」を実施

母 校 で リ ク ル ー タ が 活 躍母 校 で リ ク ル ー タ が 活 躍

天童高原に響き渡る天童高原に響き渡る
らっぱの音色らっぱの音色

リクルータとして活躍リクルータとして活躍
本部管理中隊　鈴木　美鈴１士本部管理中隊　鈴木　美鈴１士

隊員と記念撮影隊員と記念撮影

天幕の広さを体験天幕の広さを体験

アルコール消毒でアルコール消毒で
コロナ対策コロナ対策

各種表彰
【連隊長表彰】
○第４級賞詞
　（車両無事故走向５万キロの功績）
・第３中隊　　　　２曹　　荒井　　仁
・　　同　　　　　３曹　　皆川　裕也
【令和 2 年度官用車両安全運行優秀中隊】
・第 1 中隊
【顕彰状及び連隊長褒賞メダル】
（令和2年度陸士特技「初級らっぱ」
　　養成集合訓練において成績優秀）
・重迫撃砲中隊　士長　　橋本　美句

【連隊長褒賞メダル】
（副連隊長伝令の功績）
・本部管理中隊　士長　　安達　優駿

【駐屯地業務隊長より褒賞状】
（駐屯地広報係としての功績）
・第3中隊　　　1曹　　小林　一則

【5 月警衛勤務優秀らっぱ手】
・第3中隊　　　士長　　佐藤　大亮
（10日上番）
・重迫撃砲中隊　士長　　八巻　一徳
（12日上番）
・本部管理中隊　3曹　　後藤　政樹
（19日上番）

定年退官者
紹介

隊旗授与隊旗授与

射撃予習射撃予習

救急法救急法

7月行事予定
・新隊員特技課程

及び第

17期一般陸曹候補
生課

程後期教育開始式❺日（月）

・大高根演習場整備
❺日（月）～❾日（金）

・転出者紹介行事�日（金）


